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はじめに：

2011年3月11日の東日本大震災の後、日本及び日本国民に対して世界中から賞賛と支援のメッセージが届けられた。それは、災害の際にありがちな暴動や略奪などは、全く発生せず、苦難にも取り乱さずぐっと耐え忍ぶ姿勢であった。また、外国人に対して日本人とわけへだてなく援助することが日本を賞賛する形で海外のメディアに取り上げられた。この報道自体が日本でニュースとして積極的に報じられ多くの人々を元気づけた。
日本人のコンプライアンス意識を考える際、その背景に日本文化が大きな影響を与えていると思われる。このレポートでは、まずコンプライアンス違反の事例を考察し次に日本人文化に大きな影響を与えた「武士道」について検討していく。レポートの概要は、つぎのとおりである。
コンプライアンス＜――日本文化＜――武士道

-

武士道　　　仏教（武士道に心の安らかさや平静さをもたらした）
　　　　　　神道（礼儀を重んじ先祖への崇敬、親をいたわりつくす孝心を武士道に与えた）

　　　　　儒教（儒教の教えである仁・義・礼・智・信の五常（人の行い守るべき五つの道））
　　　　　　　
1. コンプライアンス違反の事例：
1.1 大王製紙（名門3代目の落とし穴）

あの企業のお家騒動　　弁護士・弁理士　長谷川　裕雅　リベラル社発行

　背景：

大王製紙は、「エリエール」ブランドで有名な大手製紙メーカーである。

創業者である井川伊勢吉氏が設立した四国紙業株式会社を前身として四国紙業など14社を1943年に合併して発足した。1962年に会社更生法を申請し一度上場廃止となるがその後、東証
一部上場まで返り咲いた。創業者の長男で２代目社長の井川高雄氏は家庭紙業に参入するなど優れた経営手腕を発揮し大王製紙を業界3位まで育て上げた。高雄氏の長男である井川意高（もとたか）氏が2007年に42歳の若さで社長に就任し、その後、会長に就いた。
　創業家である井川家は、大王製紙に対し井川家ファミリ―企業を通して大株主として支配した。すなわち、大王製紙の低コスト高収益ビジネスは、井川家のファミリー企業の生産販売に依存して生産販売に依存し、井川家ファミリー会社なくして大王製紙の事業がなりたたないビジネスとなっていた。

意高氏は、絶大な影響力をもとに子会社役員らは、意高氏の要求を断れない従属関係であった。意高氏はその立場を利用し、社長を兼任している子会社から85億円あまりを自分の個人への貸付として個人口座やラスべガスの口座に振り込ませその多くをカジノなどの遊興費につぎ込んだ。
2011年9月7日に井川家ファミリー企業から大王製紙の関連事業部あての「9月2日に会社の個人口座に3億円を振り込んだ」とのメールが届き、社内調査の結果、意高氏への多額の貸し付けが発見された。意高氏は、責任をとり、会社を辞任。同年11月に東京地検特捜部に逮捕され特別背任罪で懲役4年の実刑が確定した。
2.2.オリンパス事件

内部告発の時代　　深町　隆　　山口　義正　　（株）平凡社

（深町　隆：オリンパス事件第一通報者、現役社員。山口　義正：経済ジャーナリスト）

内部告発とは、自分が所属する組織を糾弾する行為であると同時に、自分が所属するムラ社会そのものを撃つ行為でもある。だからこそ日本社会の閉鎖性が浮き彫りになるし、いったん告発してしまえば、骨肉の争いに発展せざるを得ない。告発したからといって

報われるとは限らない。（「内部告発＝裏切り」という考え方も根強く、告発が成功しえも周囲が離れていくことが少なくない）。

内部告発を考えている人たちは、悲痛なほど孤独な闘いを強いられることが多いし、告発によって孤独をさらに深めてしまうケースも少なくない。

それでも荒療治でなければ、改まらない問題は少なくないし、自分のプライドや尊厳をかけて告発すべきか迷っている人々にヒントになれば、としている。
コンプライアンス上の課題：　

　創業家の支配力が強いと創業家の不正・不祥事が隠ぺいされやすい（大王製紙の場合）。コンプライアンス（法令順守）違反の同族会社のお家騒動（不祥事）は、よくみられる。コーポレートガバナンスの強化というと内部通報制度の強化による早期発見・社外取締役の招へいによる取締役の監視などがあげられているが、コーポレートガバナンスの強化だけでは、根本原因の解決にはならない。創業家の不祥事に対応するには、創業家の後継者候補者たちのきちんとした育成が必要である。

企業におけるコンプライアンス活動とはつぎのような活動である。ただし、これらの活動の中味が本当に機能しているかがポイントである。（形だけでは、いけない。機能不全していないかチェックが必要である。）
1� 企業の実態に即したコンプライアンス組織の構築

2� 教育・啓蒙・違法行為の有無に関する内部監査実施、社内における違法行為の通報の奨励・保護などの日常的活動

3� 違法行為の疑いが生じた場合の社内調査、法執行機関との連携・協力による事実の解明、違法行為の原因究明と再発防止措置
4� 利潤追求と法令順守が一致する環境を実現するための活動など
2.日本文化：
日本人のコンプライアンス意識を考える際、その背景に日本文化との兼ね合いが大きな要素ではないかと思われる。そのため、まず、日本文化を理解するため、いろいろな立場から日本文化を論じたものをみていくこととした。
心と文化は、相互依存的な関係にあり、生まれ育った国の文化は、我々のものの見方や感じ方に大きく影響する。そして我々の心が新たなものや思考システムを生みだし文化をつくる。
2.1　文化論、ナナメ読み日本文化論　中野　明　朝日新聞社出版

日本文化について書かれた本の中から広く世間で話題となりかつ一般教養として知っておきたいものを取り上げその概要が紹介されている。本書では、5つのテーマを設けそれぞれのテーマに関する書籍が集められている。それにより取り上げた日本文化論の関係が明確になるとともにそれぞれの相対的なポジションが理解できる。
（1）.日本文化を世界に伝える（日本文化論に接する際に読むべき日本の文化を世界に伝えた。）

①武士道　　新渡戸　稲造（にとべ　いなぞう）

　　　欧米で学んだ著者が日本人の道徳の基礎にある武士道を英語で解説した。武士道の特徴を「義」「勇」「仁」「礼」などの用語で説明しつつ、武士道の本質が西洋思想の精神に匹敵することを多様な事例で語る。（武士道を解説しつつその精神が西洋思想に比肩する点を強調し、日本人の優秀さを示そうとした。）

②茶の本　　岡倉　天心（おかくら　てんしん）

　　日本文化の一つである茶の背景にある道教および禅の精神を茶室や美術鑑賞態度、花や茶に生きた千利休人生などを通じて解き明かそうとした。茶道を語るのではなく茶を契機とした日本人の精神を語る。（茶道について語った本ではない。茶の背景にある日本人の精神や日本人の美を見る眼が、西洋とは全く異なることを示した）。

③代表的日本人　　内村　鑑三（うちむら　かんぞう）

　　西郷隆盛、上杉鷹山、二宮尊徳、中江藤樹、日蓮上人の５人を代表的な日本人の典型とした上で、彼ら５人の背景にある精神性が西洋の偉人に匹敵するものであり、日本が世界に誇れるものであることを示した。（代表的な日本人を通して、日本人が世界に誇るべき精神性を示そうとした。）
（2）日本人のメンタリティを探る（日本文化の背景に宿る精神を禅や仏教、民俗学、心理学の立場から論じた）

①禅と日本文化　　鈴木　大拙　（すずき　だいせつ）　

　　禅の思想を外国人のために英文でわかりやすく記した。その翻訳本。禅が持つ基本的な考え方に始まり、禅の精神が美術や武士、剣道、儒教、茶道、俳句など、あらゆる日本文化に影響を及ぼしている点を詳述する。（禅を世界に広めた禅の思想の入門書）

禅は、言葉でなく、座禅など個人的な体験による直観的な理解で真理に至ろうとする。

次の禅的な７つの世界観は、禅の世界を知る上で有用なキーワードである。

・禅は、精神に焦点をおく結果、形式を無視する。

・禅は、いかなる形式の中に精神を見出す。

・不十分・不完全な形式に精神がいっそう表れる。

・形式や慣例、儀式を廃して精神をむき出しにすると弧絶性、孤独性に還る。

・超越的な孤高とは、清貧的、禁欲的である。

・弧絶とは、無執着でもある。

・弧絶という語を絶対という意味に解すると、それは最も卑しいと見られている野の雑草から、自然の最高の形態といわれているものに至るまで、森羅万象のなかに沈んでいる。

②弓と禅　　　オイゲン・ヘリゲル

　　　大正の終わりから昭和の初めにかけて日本に滞在したドイツ人哲学者が弓道の修業を始める。本書では、このドイツ人哲学者が6年の間に経験した弓道の修業を通して得た、矛盾を克服する禅の思想を語る。（身をもって知る瞬間は、突然やってくる。その瞬間に至るには、ただ修業して待つほかない）

③地獄の思想　　　梅原　猛（うめはら　たけし）

　　梅原　猛が初めて書き下した著作。釈迦は、人生を苦と考えたが、苦の人生を地獄と解すると仏教思想の根底には、地獄の思想が潜むであろう。このような観点から地獄の思想が日本文化に与えた影響を論じる。（人生を苦と考える釈迦の仏教は、その根本に「苦としての人生＝地獄」と向きあう「地獄の思想」をもつ。地獄の思想は、苦悩と真摯に向き合う態度であり、日本の思想や文化に大きな影響を及ぼした）

④遠野物語　　　柳田　国男（やなぎだ　くにお）
　　明治政府の高級官僚だった筆者が、陸中の遠野に住む佐々木　鏡石から聞き取った山神や山人の伝説を記す。オシラサマやオクナイサマ、ザシキワラシや河童、ヤマハハなど日本人が忘れてしまった口承伝承が息づく。（本書を通じて柳田は、廃れゆく口承伝承を異邦人である外国人、当時の都会人、そして現代の私たちに伝え残そうとした）

⑤忘れられた日本人　　　　宮本　常一（みやもと　つねいち）

　　日本全国を歩き調べた民族学者である著者が、無名の老人たちから聞いた、生活に密着した話を紹介しながら、今日の文化を築き上げた話を紹介しながら、今日の文化を築き上げた庶民のエネルギーがどういう人間関係や環境から生まれてきたかを描く。

（宮本　常一は、徹底したフィールドワークで、忘れ去られようとする日本の庶民文化を記録した）

⑥昔話と日本人の心　　　　河合　隼雄（かわい　はやお）

　　昔話の物語あるいは、出来事を「心」の中に生じる語や出来事と考えた上で、西洋の昔話と日本の昔話を比較し、近代西洋の心、すなわち自我と日本人の自我の違い、その発展違いをあきらかにした。

（西洋人の自我の発展は、男性像のヒーロー型、対して日本人の自我の発展は、女性型で表現できる。日本人の女性的な自我は、日常や非日常を超えてやがて無をめざす。これが日本的な自我成長のパターンになる）

（3）日本的風土の特質　（地勢からみた日本文化の特徴）

①日本風景論　志賀　重昴（しげたか）

　　明治２７年、日清戦争開戦の年に世に出る。諸外国の風景と比較しながら、日本が持つ独自の自然美が世界に誇る特質を有することを強い筆致で主張した。また、登山啓発書として日本の山岳愛好家にも影響を与えた。

日本風景美の本質とは、

・「瀟洒：しょうしゃ」一般的に俗を離れてさっぱりした状況―＞日本の秋

・「美」－＞日本の春

・「跌宕：てつとう」のびのびして大きいこと、雄大―＞台風と火山

②風土　　　和辻　哲郎（わつじ　てつろう）

　世界の風土をモンスーン、砂漠、牧場の３つに分類した上で、各風土において生活を営む人間の特徴を示し、さらにモンスーン的風土の特殊形態である日本の特徴を精神面や習慣面、文化面から解明した。

（日本は、モンスーンに属し、台風や大雪のごとく突発的性格、熱帯的・寒帯的という二重性格により、しめやかであると同時に激情的である点が国民的性格になっている）

③文明の生態史観　　　梅棹　忠夫（うめさお　ただお）

　　文明の進展に生物学や動物学で用いられている遷移（せんい）理論を適用し、その発展の法則を導き出した。その結果、ユーラシアにおける第一地域と第二地域が生態学的に異なる発展を遂げたという事実を明らかにした。

（この考えに準じると西ヨーロッパおよび日本の進展は、実は並行現象としてとらえることができる）

④日本辺境論　　　内田　樹（うちだ　たつる）

中華コスモロジーの辺境に住む民族として自意識をスタートさせた日本人を辺境人と定義し、本当の文化は、どこかほかにあり、我々はどこか劣っているという辺境人意識が、日本人の思考や行動を支配することを示す。

（日本人は、中華思想を受け入れることで辺境人となり、このため外部の上位者にお墨付きをもらうことが血肉と化した。今から辺境人根性をたたき直すのではなく、むしろ辺境人の伝承である「学び」の力を高めることが重要である）

（4）日本の美（日本美のあり方について考察した日本文化論）
①「いき」の構造　　　　九鬼　周造（くき　しゅうぞう）

　　　外国語に翻訳不可能な日本独自の概念である「いき」について考察する。「いき」が持つ性質や適応範囲を直六面体で明快に解説した上で、日本人が「いき」と感じる状況を身体的表現と芸術的表現に分けて分析する。（「いき」の本質は、垢ぬけして、張りのある、色っぽさにある。）

②陰翳礼讃（いんえいらいさん）　谷崎　潤一郎（たにざき　じゅんいちろう）

　　総合雑誌「経済往来」の昭和８年１２月号から昭和９年１月号に連載された随想風の評論。日本の伝統美の背景に「陰翳」の性質があることを日本人が日常的に使う道具や伝統的な住まいの中に見出した。

（「陰翳」は、光により生まれる「かげ」だが、はっきりした像をえがくものではない。朦朧（もうろう）としてぼかしたような暗さを指す。陰翳は、紙や漆器、床の間など日本の伝統美に発見でき、西洋人は、この暗がりが持つ不気味な静けさを「東洋の神秘」と呼ぶ）

③美しい日本の私　　　川端　康成（かわばた　やすなり）

　川端　康成が昭和４３年にノーベル文学賞を受賞した際、記念講演のために執筆した。道元禅師や明恵上人の歌を通じて、日本人が愛した四季折々の自然美を愛でるとともに、その背景にある［無］の思想を明らかにする。　（日本人は、移り変わる四季折々を心から愛でた。中でも「雪、月、花」は、美を表す最上の言葉である。日本人は、単に自然を愛でるだけでなく、その背景に「無」を感じた。この無の思想が日本の美の背景にある）

④日本美の再発見　　　　ブルーノ・タウト

　来日中に書いた日本美に関する小論や日記の抜粋など６本を収録している。伊勢神宮や桂離宮を日本で最も価値のある建築物ととらえる一方で日光東照宮を徹底的に批判し、日本建築の再評価に大きな影響を及ぼした。（日本建築の本質とは、すぐれて機能的であると同時にその外観も優れている点である）

⑤民藝４０年　　　柳　宗悦（やなぎ　むねよし）

　　著者が４０年にわたって執筆した、主に民芸に関する論考を集めた。収録作は、「朝鮮の友に贈る書」「木喰上人発見の縁起」「雑器の美」「工藝の美」「利休と私」「日本の眼」などで、筆者の仕事を一望できる。（民衆的工芸を「民芸」と呼び、日用雑器に優れた美が埋もれていると主張した。「西洋の眼」だけで美を見るのではなく、二元論を超えて美を見る「日本の眼」を用いるのが大切である）

⑥日本の伝統　　　岡本　太郎（おかもと　たろう）

　岡本　太郎が芸術家の視点から日本の伝統美を斬る。懐古趣味的に日本の伝統美を語るのではなく、現代の視点でもって日本の伝統美に真摯に向かい合い、新たな伝統の創造を模索し実践することを提唱した。（日本の伝統を回顧するだけの伝統主義は、創造から逃げているという点で卑怯だ。日本の伝統を徹底的に見つめて新たな創造を行うことで、伝統は、たくましく継承される）

⑦「かわいい」論　　　四方田　犬彦（よもた　いぬひこ）

　　日頃私たちが口にする「かわいい」についてその美学や意味、構成する要素について論じた。その上で「かわいい」が消費社会で戦略的に利用されている実態や性差の問題、グローバル化との関係にまで言及する。（「かわいい」の根底にあるのは、心の躍動であり、親しげで好奇心をそそり、かつどこかしら　未完成な性質である。また、「かわいい」の背景には「グロテスク」なものが存在し、両者は、実に薄い一枚の観念的な膜で隔てられている）

（5）日本人と日本社会を成立させるもの（日本文化の特徴を多様な面から論じた）

①菊と刀　　　ルース・ベネディクト

　　文化人類学者の著者は、第２次世界大戦中、アメリカ政府の依頼を受けて日本人のメンタリティを調査した。これを基に出版したのが本書で、西洋を「罪の文化」。対して日本を「恥の文化」と規定した。（「菊」は、天皇の象徴。「刀」は、武士道の象徴と考えらがちだが、これは、間違っている。「菊」は、過去の日本が日本人を縛ってきた自制や義務から生じたものの象徴であり、「刀」は、自己責任の象徴である）

②日本の思想　　　丸山　真男（まるやま　まさお）

　　西洋の思想構造は、ササラ型なのに対して、日本の思想構造は個々の西洋思想を部品として無自覚に取り入れため、タコツボ型になってしまっている。いま必要なのは、タコツボを結ぶ「個別思想の座標軸」だと主張する。（日本には、個別思想の座標軸を果たすような思想的伝統が形成されなかったためこの座標軸の構築が欠かせない）

③タテ社会の人間関係　　　中根　千枝（なかね　ちえ）

　　　個人と個人、個人と集団、集団と集団の人間関係において、場によって構成された孤立する集団およびその集団に生み出される「タテ」型の組織が、日本社会の原動力や特色となっている点を明らかにした。（社会集団の構成には、「資格」に基づくものと「場」に基づくものがある。日本は、場に基づいて集団が構成されてきた。場による集団では、序列によって集団を維持する意図が強まる。日本では、このタテ型が組織の特徴になっている）

④日本人とユダヤ人　イザヤ・ベンダサン（山本　七平：やまもと　しちへい）

　　ユダヤ人に扮した著者が、日本人とユダヤ人を比較して思考や行動の違いを明らかにした異色の書。日本経済が急成長する時代にあって、日本人の勤勉性、模倣好きなどの特徴を独自の視点で解説した。（辺境民族である日本人と遊牧民であるユダヤ人とを比較した日本文化論。著者は、日本人の思想・信仰を「日本教」と考え。その根本理論は、人間性であり、これを定義するのが「法外の法」と「言外の言」だと考えた）

⑤甘えの構造　　　土居　健郎（どい　たけお）

　　精神分析家の著者がアメリカ留学を契機にして注目するようになった「甘え」について考察する。日本人が持つ考え方や心理、社会的事象を列挙しつつ、日本人が「甘え」の感情に親しんできた事実を明らかにする。（「甘え」は、人間の精神生活に欠かせないものである。甘えに健康甘えと病的な甘えがある。現代は、病的な甘えが健康な甘えを駆逐した時代だ。この視点が現代社会を見る一つの鍵となる）

3.武士道：
　日本文化をみる中で、「武士道」というものが大きな影響をあたえている。

武士道とは、個人が誇り高く清らかに生きていくための指針であり、日本人の伝統的道徳の基本である。武士道は、封建時代に成立した道徳であり、現代にそぐわない点もあるがそれは、検討して修正すればよい。日本人が一応の社会秩序を保っていられるのは、どこかで無意識に武士道という規範を心の中で信じているからと思われる。
3.1　武士道入門　　なぜいま武士道なのか　　　　河出書房
　3.1.1エッセイ：よみがえる武士道　　　岸田　秀
道徳が一貫性をもちながら、みなが納得して従うことができるようなものにあるためには、その根拠と体系を自覚的に把握し是認していることが必要である。それには、武士道しかないであろう。
そもそも一神教の文化を知らない日本人に一神教の道徳を強いても無理なのである。

　一神教の文化では、唯一絶対神が仮定され、道徳は神の戒律という形をとり、戒律に背くことは、神の怒りを買い、罪として罰せられるということになっている。唯一絶対神がいない日本文化では、世間体を守るということが、道徳の基盤であり、それに反すると、体面を失い恥をかくということになる。
3.1.2　新渡戸　稲造「武士道」の再発見　　富岡　幸一郎
　新渡戸は、武士道をかっての封建社会の遺物として見るのではなく、それを近代日本の道徳、倫理をなすものの根幹としてまさに精神の「活ける対象」として復活させた。そして「武士道」の源泉となすものとして具体的に挙げている。
それは、まず
①「仏教」であり、「運命に任すという平静な感覚、不可避に対する静かな服従、危険災禍に直面してのストイック的なる沈着、生を賤しみ死に親しむ心・・」などが武士道に対して寄与したとする。そして仏教で足りないところは

②「神道」がこれを補い「国王への忠誠、先祖や父母の尊崇」などの「忠孝の道」が示され、さらに

③「儒教」が政治的倫理を背景として武士道精神を形成していったとしている。
3.2　武士道　日本人であることの誇り　　　岬　龍一郎　　（株）成甲書房
（岬　龍一郎　1956年生まれ。作家・評論家。早稲田大学を卒業後、情報会社・出版社の役員を歴任。国家公務員・地方公務員幹部研修、総務省・人事院主催国家公務員合同初任研修講師など。）
　武士道の精神とは、その本分を新渡戸は、一言でいえば、「武士の掟、高き身分の者にともなう義務である」と定義づける。

すなわち武士は、直接的な生産に従事しない支配階級に属していたがゆえに「正しい人の道」ともいうべき倫理的道徳を身につけ庶民になりかわって社会の平安と秩序を守り「民の模範」となるようにそれを実践して生きることを義務づけられたものであった。
今日流にいうなら、現在の日本をリードする指導層の立場にある人々が保持しなければならない“上に立つ者の義務”といってもよいであろう。
武士道は、長き封建社会の中で武士階級の道徳規範として生まれたものであったが、その崇高なる精神は、時代の推移にともない、社会の状況に呼応しながら、広く一般庶民にも伝播し特に江戸時代の後半あたりから日本人全体の普遍的な「人の倫（みち）」となっていった。

今日、われわれが卑怯者、臆病者といわれることを、人間として最も恥ずかしい行為として感じるのも、そこの幾多の歳月をかけて培われてきた武士道精神を遺伝子として所有している証拠ともいえる。こうした精神をもっている人々によってこの世は節義が守られ、健全さを保っている。これは、武士道は過去の遺物というよりも現代人のわれわれの中にも意識するとしないとにかかわらず、いまだその底流に残っていることを証明している。
3.3武士道　新渡戸稲造　　現代語訳　ちくま新書
「武士道」の代表的な文献として、新渡戸稲造の「武士道」を基本に検討していきたい。この文献は、武士道の精神を体系的にかつ総括的にのべた思想書といわれるからである。

現代の日本では、「義」や「勇」の重要性を説く人は、あまりいない。しかし、新渡戸のいう「武士道」は、時代を超えた「人の生き方」について述べており、現代人が忘れてしまったものを思い起こすためにも重要な意味があると思われる。
日本人は、宗教なしに道徳をどう学ぶのかという外国人の疑問を受け、英文で書かれた。そのため日本人の道徳観を支えている神道、仏教、儒教をとりあげ、欧米思想と対比させながら「武士道」が普遍的な思想であることを述べている。

「武士道」成立の事情は、冒頭の序文の中で次のように述べている。

1 ベルギーの学者と雑談中、日本における宗教教育事情について聞かれ、武士道がそれに相当するのではないかと思い当った経験を端緒とし、また

2 アメリカ人の妻であるメリーからしばしば日本人の考え方習慣について質問されそれに答えるうちに、やはり、日本人の道徳観念の源泉が武士道に発することをあらためて感じたのが機縁になった。

そのうえで新渡戸が、自分自身が育つ中で教え込まれた体験（南部藩士の家で生まれ武士の子弟としての教育を受けている）をもとに武士道について説き、西欧社会における宗教（キリスト教）教育に相当するものが武士道ではないかと述べている。

また分析にあたって「武士道」そのものをイギリス憲法と対比しているし、ソクラテス、プラトン、シャークスピア、ニーチェなども「武士道」と対比している。さらにクリスチャンである新渡戸が「武士道」とキリスト教の教義とを対比しているのも興味ある。

特異な道徳である「武士道」を形づくった日本人の特性は、変容しながらも現在に生き続けているように感じた。（「武士は、食わねど爪楊枝」、「がまんの哲学」など）

内容は、全17章からなり、まず、第１章「道徳としての武士道」の冒頭でつぎのとおり述べている。

「　武士道は、日本の標章である桜の花にまさるとも劣らない、わが国土に根ざした花である。　それは、われわれの歴史の植物標本箱に保存される、干からびた古い美徳ではない。私たちの間にあってそれは、なんらの実体的な形を持たないが、道徳的雰囲気の香りを漂わせ、私たちがなおその魅力のもとにおかれていることに気づかせてくれる。」　（武士道研究の意義：第一章）

すなわち、武士道は、元来、封建武士社会から生まれたものであり、その武士社会はもはや過去のものとなってしまったが、武士道の精神は、今も生きていて、日本人の心の中に生きているとしている。　
　また、武士道の本質を武人階級の身分に伴う義務、武士が守るべきことを要求された「道徳的な掟（おきて）」だと定義している、またこの掟は「不言不文」を特徴とし成文法として存在するものではなく口伝、あるいは、少数の著名な武士よる格言があるにしか過ぎない。

武士の心の奥深く刻まれた律法、それが武士道にほかならない。そしてそれは、単なる信条としてではなく、実際に実行されることで一層強い効力を発揮してきた。

日本人にとって道徳史上の武士道は、政治史上におけるイギリス憲法の地位と同じであると述べている。

武士道を形成する精神を説明するにあたって次の４つについて述べている。

①武士道の起源と源泉

②武士道の性格と教え（最も紙面を費やしている）

③武士道が民衆に及ぼした影響

④その影響がいつまでも長く及んでいること

第2章「武士道の源をさぐる」では、日本における武士道成立の思想的背景として

仏教、神道、儒教の三伝統思想の影響を論じている。仏教からは、運命に清く身を委ねる覚悟、自己を超えて絶対的なものに合一する精神が、特に禅によって伝えられ、神道からは、心の清明と祖先への畏敬の念、その集成としての天皇崇敬、忠君愛国の念がもたらされた。さらに最も重要な源泉としては、儒教が武士道の課する規律体系の枠組みを提供したことが、指摘され、孔子から孟子へ、さらに理論と実践の一致を重視する、知行合一、王陽明へとその系譜が紹介される。

第3章から第９章までは、順に、義、勇、仁、礼、誠、名誉、忠義という武士道を象徴するキーワードを掲げてその特性を説明している。

武士にとって卑劣な行動や振る舞いは嫌われる。そのようなことは、避けて、死すべき場合に死に、討つべきときに討つ態度である。これが、「義」である。

この「義」と兄弟関係にあるのが「勇」であり、「勇とは、義（ただ）しきことをなすこと」にほかならない。しかし、戦場に突入して討ち死にするのが勇ではなく、生きるべき時は、生き、死すべきときは、死ぬのが真の勇である。

「仁」については、王者は、愛や寛容、愛情や同情を徳とした。これらを総称して「仁」と呼び、中国の儒者が述べたように、仁は、人を治める者にとって欠くべからざる要件である。「礼」は、他人に対する思いやりが外に表れたものであり、それは、正当なものに対する正当な尊敬、社会的地位に対する正当な尊敬を意味する。そしてこの「礼」に真実と誠実、すなわち「誠」があって「礼」が成立する。さらに「名誉」を重んじ「忠義」を

尊ぶ。

第１０章「武士は、何を学び、どう己を磨いたか」、第１１章「人に勝ち、己に克つために」では、武士の心得るべき実際的なたしなみが述べられている。

-------------------------------------------------------------------------------------

武士道とは。なにか（武人階級の身分に伴う義務）

義、勇、仁、礼、誠、名誉、忠義、克己

---------------------------------------------------------------------------------------

第１２章「切腹」は、武士道における二つの究極的行為である切腹と仇討ちをとりあげている。

近代西洋の一般的常識からするといかにも理解しがたい、野蛮ともみえるこれらの行為が

やはり、高度の精神文化のあらわれであることを述べている。

第１３章「刀」武士にとって刀が単なる武器ではなく、忠誠と名誉の象徴であり、むやみに人を殺傷するために使用されるべきではない。

第１４章「武士道が求めた女性の理想像」は、武士社会における女性のありかたを論じている。武士道は、本来男子の武士の規範として生み出されたものであるが、女性についても基本的には、その規範に準ずるものであるとしている。

第１５章「武士道の影響」では、武士道がいかに日本人全体に感化を及ぼしたかが述べられている。

第１６章「武士道は、まだ生きているか」、第１７章「武士道の未来」は、武士道の将来を論じている。

次に李登輝が新渡戸稲造の「武士道」について解説を試みており、これも「武士道」を理解する上で貴重な資料である。

3.4「武士道」解題　　李　登輝　著　（株）小学館

ノーブレス・オブリージュとは（no-blesse o-blige 英語・仏語）（高き身分の者にともなう義務）

李登輝が新渡戸稲造の「武士道」について解説を試みており、これも「武士道」を理解する上で貴重な資料である。

著者は、李登輝（旧制台北高等学校卒業後、京都帝国大学農学部に進学、その後陸軍に志願入隊し二等兵から陸軍少尉に昇級、その後、台北市長、総統になる。）日本人クリスチャンである新渡戸稲造が英語で著した「武士道」を台湾人クリスチャン李登輝が日本語で読み解いている。最後に「日本人よ　自信を、日本人よ「武士道」を忘れるな」と忠告している。武士道精神とは、何か、いっそう見えてくる。

第１部　日本的教育と私

第1章　世界に目を開いてくれた先哲の教え　

第２章　新渡戸稲造との出会い

青春時代の魂の遍歴に最も大きな影響を与えた３冊は、

ゲーテの「ファウスト」、倉田百三の「出家とその弟子」、トマス・カーライルの「衣服哲学」そしてこの３冊をアウフヘーベン（止揚）したところに新渡戸稲造の「武士道」がある。

新渡戸稲造、国際人への旅立ち

　1900年の「武士道」の公刊とその反響。

世界中から大きな反響がおこる。なかでもアメリカ合衆国大統領セオドア・ルーズベルトは、多忙にもかかわらず徹夜で読破した。そして感動のあまり翌日、ただちに数十冊を一括購入し世界中の要人に「是非一読することを勧める」という説明とともに贈り、ホワイトハウスを訪れる政財界の指導者たちに自ら配ったということである。
第２部「武士道」を読む

第1章 道徳体系としての武士道

「武士道」の中に「永遠の真理」見出した。

日本の「武士道」は、素晴らしいものであり、天下無比のパワーを秘めている。「不言実行」あるのみの不文律を築き上げてきた民族の血を引く日本人は、もっと自信と誇りを持って、積極的に「国際社会のリーダー」の役割を果たしていくべきではないだとうか。

第２章　武士道の源泉

キリスト教のみならず儒教や仏教などありとあらゆる宗教や思想を闊達に引用しながらいわゆる「道徳体系としての武士道」の本質を説き明かしている。

第３章　義

「義」というのは、「武士道」を考えていく上でも最も重要な観念の一つであり、決して「個人」や「私」的なレベルに閉じ込めておくべきことではなく、必ず「公」のレベルまで高く引き上げて受け止めていかなくてはならない。

第４章　勇

「義」と「勇」と「仁」と「忠」と「誠」とを渾然一体となった「武士道」精神の根幹をなすものとして説いている。もともと学者か伝道師として生涯を全うしようと思っていた李登輝が思いがけなく政治の道へと足を踏みいれてしまったものも、「天下為公」「滅私奉公」といった「武士道」精神に無意識のうちに衝き動かされてのことであったように感じる。

第５章　仁

「武士道」における「仁」というのは、真の「リーダーシップ」とはどうあるべきなのか、という一点につきる。そして「仁」が人を生み、人が「仁」を生む。すなわち。国民や国家の真のリーダーというのは、時代の要請によって輩出してくるものであり、その人に「仁」がければ、必然的に消えていかざるを得ない。

第６章　礼

日本人は、非常に礼儀正しい。ところが、これには、実体が伴わないことが往々にしてみられないこともない。実体を伴わないということは、表面的な形で礼を表現しても礼を尽くす目的が何であるかわからない状態である。形式的な礼は実質的な心を失っている。
第７章　信と誠

李登輝は、「誠」という徳目を「仁」よりもさらに大切なものとして、上位に置いている。特に、人の上に立つ人「為政者」にとっては、「誠」は絶対不可欠なものである。

第8章　名誉

「名誉」の中で新渡戸稲造が繰り返し述べているのは「武士道の中心には、名誉があった」という真実である。これは、現代の日本にとっても極めて大事なことである。　子供のころから徹底的に名誉感をたたきこまなければ手遅れになる。
第９章　忠義

「名誉」と「忠義」は表裏一体にして不可分の関係にあるとしている。この「忠義」という観念を他の何ものにもまして重要なものとしてとして。いわゆる「人倫」の最高位に据えたのは、日本人だけである。（戦後の日本では、このような考え方を非民主的なこととして否定する傾向が強いようである）。
第１０章　武士の教育および訓練

新渡戸稲造は、「武士道は非経済的である」と明言している、なぜなら「武士」という身分や金など全く期待しない、期待してはいけない仕事に身を捧げた人々ととらえている、そして、そのような尊い仕事をする典型的な聖職者の代表的なものとして「武士」を育てる上で絶対不可欠な「教師」という存在をあげている。日本には、「武士道」という世界一素晴らしい精神的支柱がある。

１１章　克己

新渡戸稲造が強調しているのは、日本的に消化された「外見的ストィック主義」である。よく、「ジャパニーズ・スマイル」という言葉が話題となるが、決してマイナスの意味にとらえていない。「モナリザの微笑」にも一脈通じるところのある深遠な「笑み」である。

第１２章　切腹と敵討の制度

日本のクリスチャンの中でもパイオニア的な存在である新渡戸稲造にとって「ハラキリ」に象徴されるような日本人の「自殺」や敵討（かたきうち）などの考え方については、原則として同意しかねると思われる。しかし、それでもなお「武士道」の中にあえて「自殺および敵討の制度」という1章を設けて「大和魂」の中の「やむにやまれぬ」ことを述べている。

今日のような民主的で開かれた「裁判制度」が確立していなかったころの「ハラキリ」であり、当時としてはそうするより他に道はなかったのであるから、現代の「生命は地球よりも重い」という麗しいヒューマニズムでは律しきれぬ部分もあったに違いない。「武士道」の優れている点は、まさにそこにこそあると思う。

第13章　刀、武士の魂

日本ではいまも剣道が盛んである。そこでは、刀を大事にする武士道の心が伝えられているようである。実際、刀は、武士の魂とまでいわれ、大切にされてきた。明治維新で「廃刀令」が出され、人を斬る道具としての刀は、その実用性を失ったが武士がいかに刀を重視していたかを語り、そこに「象徴としての刀」の存在を説明している。

第１４章　女性の教育と地位

婦人には、婦人の役割、男性には男性の役割がある。婦人が役割を果たすところは、「キッチン」である。それぞれのところで自分に課せられた役割を果たすのだから、どちらが偉いなどという問題ではない。それぞれの役割を果たすという意味において「平等」である。ということを言っているのであって、何でもかんでも一緒くたにして「差別」などと皮相なスローガンを叫びたてていた戦後の「悪平等」論などとは、似ても非なるものである。
第15章　武士道の影響

戦後の日本では、いわゆる「平等主義」についての誤れる観念や解釈の影響からか、とかく「エリート」や「選良」といった一頭地を抜いて傑出した者の存在に関して、極めてネガティブで攻撃的ですらある論が長い間大手を振ってまかり通ったようである。いわゆる「悪平等主義」の横行であるが、その結果、上から下まで全てが不道徳ないしは反道徳の典型のようになってしまった。率先垂範するべき「貴き身分」（ノーブレス）の者がいなくなってしまった。これは、「武士道」が廃れたためといえるだろう。
第16章　武士道はまだ生きているか

桜花を「武士道」にたとえるとき、どうしても気になってくるのは、そのあまりにも潔い短い生命である。新渡戸稲造は、日本の国花のこの他に比類のない特性を巧みに引用しながら「武士道」のクライマックスへとわれわれを自然に誘（いざな）ってくれている。
第１７章　武士の未来

新渡戸稲造は、封建時代に積み上げられた「武士道」の欠点にも十分に留意しながら、それでもなお、毅然たる態度で、「善かれ悪しかれ我々を動かしたものは純粋無雑の武士道であった」と断言している。台湾の人々が日本に対して依然として尊敬の念を抱いているのもこのような精神があるからこそである。李登輝は、このような「日本精神」、すなわち、「義」を重んじ「誠」をもって率先垂範、実践するという「大和魂」の精髄がいまなお脈々として「武士道」精神の中に生き残っていると信じ切っているからこと日本および日本人を愛し、尊敬している。

新渡戸稲造は、日本でも最初の本格的な「国際人」であった。そして「国際連盟」をはじめとする国際社会における活躍ぶりは、世界中の注目を集め、高い評価と尊敬をうけていたが、そのような時代の最先端を行く中で発表して「武士道」だったからこそ、なおのことその意義は計り知れないくらい大きい。「グローバライゼーション」の時代に突入する中でますます「私は、何ものであるか」というアイデンティティが重要なファクターとなっている。　その意味においても「武士道」という名の根本精神はますます必要不可欠な土台となってくる。　最後に、もう一度繰り返して申し上げておきたい。日本人よ、自信をもて、日本人よ、「武士道」を忘れるな、と。
3.5　「葉隠」について
「葉隠」は、ジャンルでいえば、「徒然草」や「方丈記」などに近い。広く人生を論じたエッセイであり、日本人の伝統的な思考法を知る上で貴重な資料である。しかし、「徒然草」や「方丈記」とは、内容が大きく異なる。その理由は
（１）「葉隠」は、長く禁書扱いされてきた。成立は江戸時代の中期、」1716年と推定されるが、おひざ元の九州佐賀藩では、内容が過激だという判断により、閲覧が禁じられてきた。しかし、武士に向けた日常の心得集であるこの書は一部では、「鍋島論語」と呼ばれ有志の間で密かに筆写、回覧されていたようである。

（２）著者が自分で書き上げた作品ではない。正式には、「葉隠聞書」というとおり、元佐賀藩の武士、山本常明（つねあき）の談話を後輩に当たる田代陣基（つねもと）という者がまとめた口述書である。

（３）日本人の伝統的な思考法によっているとはいえ、文人が世の無常を唱えているわけではない。武士の生き様に即して武の精神の側から人間の生き方を演じている。
山本常明は、佐賀藩の第二代藩主・鍋島光茂に親しく仕えた侍であり、藩主が亡くなったとき42歳の常明は、古いしきたりに則って殉死を願ったが禁令によりかなわず剃髪出家（ていはつしゅっけ）して山奥に庵をかまえた。この人里離れた地に佐賀藩の若い武士（田代陣基、つねもと）が10年後に訪れその後二人の語らいが7年も続いた。
　構成は、全11巻　1343項からなり「夜陰の閑談（やいんのかんだん）」（まえがき）から聞書11までとなっている。また、まえがきの末尾に記されている「4誓願」は、極めて重要で葉隠精神というものがこの4誓願に凝縮されているといわれる。
1. 武士道においては決して後れをとらないこと。（武士道、義道について）
2. 主君のお役にたつこと。（忠について述べている）
3. 親に孝行すること。（孝について述べている）
4. 大きな慈悲心をもって人のためになること。（仁について述べている）
　この4項は、忠孝、仁義という武士道の根幹を表現している。この4つの誓願を毎朝、仏神に祈ることが重要だとしている。

「葉隠」は、武の精神が徳川百年を経過した江戸中期の平和な時代には危険思想だとみなされたのであるが、明治に入るとそれとは全く逆の観点から脚光を浴びるようになる。君主のために死を恐れず戦いの場におもむく武の精神は富国強兵の時代精神に合致した。明治から昭和にかけての戦争の時代に「葉隠」は、出兵する若者のいわば、聖典としての役割を担ったともいえる。「常に死を思って生きろ」「死にもの狂いで突き進め」などこの本の中では、武士＝兵（つわもの）の道が強く説かれているからである。
なお、昭和42年にベストセラー「葉隠入門」を書いた三島由紀夫は、元禄時代という泰平の世の中で書かれた「葉隠」自体が勇気ある書であり、この魅力について「あらゆる要請にこたえる書」と語った。また、武士道にとどまず、人生のさまざまな局面での道標とまで述べている。
「葉隠」には、「武士道といふは、死ぬ事と見付けたり」の一文があるが、これは、全編の中で最も有名な一文である。武士道の根本は、死を恐れぬことにあり、武士の武士たる所以は、死の恐怖を超越することにある。　立つべき時に立ち、死ぬべき時にすらりと死ので見せるのが真正の武士である。これは、死を日頃から意識して覚悟を決めた人こそ「充実した生」があることを述べている。また、「葉隠」はよく「狂」の思想と言われている。「死狂い」「気違い」といった語句があちこちにみられそれが武士道の本質と位置付けている。死狂い（死にもの狂い）になれなければ、職務を全うすることは、できないと諭している。さらに同じ「葉隠」の中では、「恋」の極致が簡明に述べられているといわれる。「忍ぶ恋」とは、もともと和歌の用語であり。「恋」の分類の一つとされ、世間から許されない中の恋、つまり、人目を忍ぶ恋を意味している。生きている間は、心に秘めとおし、死んで斎場の煙（けむり）になったときにその煙が流れるさまを見て自分の思いの丈を察してくれとは、あまりにも悲愴な恋心というべきであろう。

聞書第1.2

「武士道の本質は、死ぬことであると知った。生きるか死ぬかの場面に遭遇したら早く死ぬことを選ぶことである。別に子細はない。死を選べば覚悟が決まってまっすぐに進むことができる」

聞書第1.114

「武士道とは、死にもの狂いをいう。死にもの狂いになっていれば、数十人が束になってかかってもこれを殺すことは難しいと鍋島直茂公（佐賀藩祖）がおっしゃっている。正気でいては、武士としての大きな仕事は、できない。」
聞書第2.2

「先日のことだが、集まってこられた者たちに、究極の恋とは、心に秘めて外に現わさない恋ではないかと話した。相手に会ってそれを打ち明けてしまっては、恋の程度が下がる。生涯心に秘めてそれこそ思い死にするのが究極の恋というものだろう。
　　恋死なん後の煙にそれと知れ　　つひにもらさぬ中の思ひは
という歌がある。これこそ至高の恋ではないか。そのように語ったところ、四、五人の者たちが感心し、「後の煙にそれと知れ」の歌をもじって、「われわれは、煙仲間だ」と言い合った。」
なお、「葉隠」批判もかなり多く、武士社会を専門とする歴史学の山本博文（東京大学文学部卒業。現在、東京大学史料編纂所教授）が「葉隠の武士道」（ＰＨＰ新書）で徹底的に行っている。彼は、つぎのように述べている。

「武士道といふは、死ぬ事と見付けたり」あるべき武士道を説いた「死狂ひ」の書として高く評価されてきた「葉隠」。　だが泰平社会を無難に世渡りした山本常明に「死の哲学」などあったのか。佐賀藩・鍋島家の「豪気な家風」とは、対照的に、勇ましいだけの言葉で飾られた常明の思想。それは、生き抜くための思考を放棄した、「老人のたわ言」であって「葉隠」を決して評価してはならない」としている。

4.日本人の特性（やさしさと思いやり）
日本人の持つ特性として他者に対する「やさしさ」と困っている人や助けを求めている人がいたとき、何とかその人を助けてあげたいと思う「思いやり」がある。これらのことは、小さな島国で稲作、漁労により貧しいながらも万物と共生して生きていかなければならなかった日本人の特性としてとらえられると思う。そのエピソードとしてエルトゥールル号遭難事件がある。
4.1エルトゥールル号遭難事件に始まる日本とトルコの友好の歴史
エルトゥールル号遭難事件

・東の太陽　西の新月　（日本・トルコ友好秘話「エルトゥールル号」事件

（山田　邦紀　　坂本　俊夫著　　現代書館）

・海難1890　　豊田　美加著　　小松　江里子脚本
　エルトゥールル号遭難事件とは、1890年9月16日に起きた大規模な海難事故であり、日本とトルコの関係に大きな影響を及ぼした事件である。自分たちの食べるものにも事欠くような村人たちが一生懸命にエルトゥールル号の遭難者たちを救おうとした。この行動は、決して「見返りを求めて」行ったものではなく、「やさしさ」「思いやり」「自己犠牲」を感じさせる活動である。これは、小さな島国で稲作や漁業により貧しいながらも誠実に生活してきた日本人の特性を感じさせる。
エルトゥールル号来日の理由：1887年、明治天皇の甥にあたる小松宮彰仁親王は親王妃と共に初の国産軍艦・清輝に搭乗して本邦初の船舶による欧州歴訪を果たす中、帝政末期のオスマン帝国の首都

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%96%E3%83%AB" イスタンブ-ルを訪問し、時の第34代皇帝

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E3%82%A2%E3%83%96" アブデュルハミト2世に明治天皇から賜った勲章や親書を送っている。これの答礼として、オスマン帝国から特使が派遣されることとなり、彼等を乗せる船として事件を引き起こすこととなったフリゲート艦エルトゥールルが選ばれた。エルトゥールル号は建造から25年建った老朽艦であり、出航前には木造の部分の補強なども行われている。しかし、機関部の補修などは放置されてしまった。日本への特使として、将校50余名を含めた609名の乗員が選出された。特に士官学校を出たばかりの若い少尉が多く乗り込むことになった。何故かというと、この任務自体が明らかに困難の伴うものではなかったためで、主に卒業直後の彼等に経験を積ませる目的があったと言われている。エルトゥールル号は数々の港を立ち寄りながら日本へと航海を進めた。日本に着いたのは出航から11ヶ月も後（ほとんど1年後）の6月7日、横浜港にようやく到着した。
エルトゥールル号遭難事件：明治天皇から歓待を受けた彼等は責務を果たし、帰路の準備も整った3ヶ月後の9月に、故郷への出航が決まった。
ところがこの時、日本には台風が押し寄せていた。明らかに船出には不向きな天

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%80%99" 候なうえ、エルトゥールル号は長い旅路で船体もそうだが、物資・人員ともに、とても船旅をするには心許ないくらいに消耗しきっていた。
日本政府は出航の延期を進言したが、責任者はその提案を固辞した。海軍の戦力低下の懸念もあって、1日も早く彼等は故郷へと帰らなくてはいけない思惑があったのである。日本政府の心配を他所に、エルトゥールル号は出港、しかしその途中で政府の懸念していた以上の事故が起きてしまった。
エルトゥールル号は本州最南端にある和歌山県東牟婁（ひがしむろ）郡

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%A4%A7%E5%B3%B6" 大島村（現・串本町大島）の樫野埼沖で台風に進行を阻まれる中、地元で船甲羅（ふなごうら）と呼ばれ恐れられている岩礁群に衝突して船体が割れてしまう。さらにそこから機関室に海

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%B0%B4" 水が侵入、機関部は水蒸気爆発を起こした。こうしてエルトゥールル号は沈没し、船員は冷たい海に投げ出されていった。
流された船員たちは樫野埼灯台を見つけ、灯台守にエルトゥールル号の惨劇を知らせにいった。何を言っても通じない外国人に灯台守は「万国信号書」を見せて、ようやく彼等がトルコ人であることを知った。
救出：灯台守は近隣の村々に応援を要請、人々は女子供も問わずに乗員たちが投げ出されているという紀伊

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%A4%A7%E5%B3%B6" 大島の沿岸へと向かった。現場は惨憺たる有様だった。岸に打ち上げられた乗員達は投げ出された遺体に混じった生存者もほとんどが虫の息、しかも海には息絶えたトルコ人の遺体が何十体も浮かんでいた。
村人達はそれを見て酷く心を痛め、異国の地で絶える無念を思って泣いたという。
そして奮起した彼等は、息のある負傷者を自らの体温で温めたり、溺れて助けを待っているかもしれない乗員を救うため嵐の海へ飛び込んだり、四方八方手をつくして救出にあたったが、結果として乗員587人は死亡または行方不明となって日本の地でその生涯を終えることとなった。引き上げられた遺体は丁寧に村の人々が葬ったという。助け出したとはいえ、この村はほとんど施設の整っていない貧しい田舎の村だった為、これだけ多くの生存者を収容できる医療施設があるわけでもなく、しかも台風の影響で漁に出られないので食料も底を尽きはじめていた。
　それでも彼等は自分達の食い扶持を減らし、最後に残ったニワトリをも彼等のために利用し、献身的に介護した。なんとか確保した収容先では島の医師達が必至の治療を行い、結果として、残りの69名の人命は救われた。この報を聞きつけた政府は負傷者達を東京へと移し、施設の整った医療機関で治療を受けさせ、彼等はなんとか快方へと向かった。　　
イラン・イラク戦争における恩返し：1980年。イランとイラクが戦争をしていた。このとき、300人の日本人が戦禍のイランの首都テヘランに取り残されてしまった。他の国は緊急に救援機を飛ばして自国民を救出したが、日本政府はどうすることも出来なかった。ところが日本から依頼を受けたトルコ航空が危険を冒して救援機を飛ばし日本人全員を救出した。このとき、イランにはトルコ国民も6000人取り残されていたのであるが、この人達は危険な陸路を何日もかけてトルコへ脱出したが、このトルコ政府の処置に対して何の非難も出なかったそうである。
　トルコに救援を依頼したのは商社サイド（伊藤忠のイスタンブール駐在関係者）と、外務省サイド（イランの日本大使館の野村豊大使）の二つのルートでる。依頼を受けたトルコ政府は早速トルコ航空に打診した。トルコ航空では機長たちを集めて緊急ミーテイングが開かれた。『テヘランで助けを待っている日本人がたくさんいる。非常に危険なフライトである。それでも飛んでくれる者は手を上げてくれ』というと、一瞬、静寂の間があり、次に『私が行きましょう』『私が行きましょう』と、その場にいた全員が笑みを浮かべながら立ち上がった。結局、この困難な任務は、オズデミルとギョクベルクの二人の機長に決定し、20数時間後、２機のトルコ航空機がテヘランのメヘラバード空港に到着し、取り残された日本人全員を乗せて、トルコへ飛び立った。日本国内では、何故トルコが自国民に優先し、危険を冒してまで日本人を救出したのかわからなかったが、後に元駐日トルコ大使のネジアティ・ウトカン氏が産経新聞に寄稿した次の記事を読んでやっと理解できたとのことである
『エルトゥールル号の事故に際して、日本人がなしてくださった献身的な救助活動を、今もトルコの人たちは忘れていません。私も小学生の頃、歴史教科書で学びました。トルコでは子どもたちでさえ、エルトゥールル号の事を知っています。今の日本人が知らないだけです。それで、テヘランで困っている日本人を助けようと、トルコ航空機が飛んだのです』　　　　　
4.2.日本人の美質　　坂東　眞理子　　ベスト新書
（昭和女子大学長、同大学女性文化研究所所長、東京大学卒業後１９６９年に総理府入省、青少年対策本部老人対策室、内閣広報室参事官、埼玉県副知事、オーストラリア・ブリスベン総領事）
　3.11の大震災で普通の日本人の忍耐心、自己コントロール力、責任感・隣人愛・助け合いなどさまざまな美質があきらかになり、自分たちの同胞に誇りを感じると同時に一方で、トップの頼りなさ、決断力のなさ、保身、判断力のなさなどが浮き彫りになった。　どちらも現実の日本であり、それを受け止めて本気で自分自身を見直し、今までと発想を変え、できることから手をつけ、明るい未来を築くために日本人の美質をどう磨いていくかが提言されている。
　日本人の強みが最大限に発揮されるものは、ものづくりではなく、ライフスタイルやサービス、日本人の生活スタイルやマナーなどは、世界からみると非常に魅力的で商品価値が高い。

　今後私たちはどう生きるか

1 日本のビジネスを支えてきたアレンジ力と現場力

2 相手の土俵で勝負する

3 ニッチを狙うのが生き残りの一つの方法

4 省エネ・除染技術の先進国へ

5 ものづくりからポップカルチャーへ

6 世界が愛する「カワイイ」文化

7 英語教育に本腰を入れる

8 日本式「ライフスタイル」を商品にする

9 世界一の「日本式マナー」を売り出そう

10 超高齢化世界のお手本

11 世界がうらやむセーフティネット

12 「日本は、良い国」というキャラをたてる

13 歴史が教えてくれた日本の進むべき道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4.3住んでみたヨーロッパ　9勝1敗で日本の勝ち　　　川口マーン恵美　講談社

（１９５６年、大阪府に生まれる。ドイツ・シュットウットガルト在住。作家。拓殖大学日本文化研究所客員教授。日本大学芸術学部音楽科ピアノ科卒業）

「イメージよりも実際に暮らした時の印象がずっとよい稀有の国」である日本の住民にそのよさに気づいてほしい。ドイツで30年以上生活する筆者がその思う所を記載している。

　神話からつながる日本の歴史。争わず、穏やかに、時代をつむいできた知恵と手腕。

「和をもって貴（とおとし）となし、さかふることなきを宗（むね）とせよ」という聖徳太子の「１７条憲法」は、いまも私たちの心の中に生きている。それらすべてが。日本という国の奥深さを作っている。「日本人は、世界一の楽園に住んでいる」ヨーロッパからみた日本の姿を再確認してほしい。おそらくそれは、かつてヨーロッパ人があこがれた「ジパング」と同じである。

・泥棒天国ヨーロッパ。（イタリアのスリは、お金を抜いた後財布を郵便ポストへ）

・エアロビのできないドイツ人（リズム感では、日本の勝ち、鉦や太鼓の変化の打楽器）

・不便をこよなく愛するノルウェー人（石油は、輸出、電力は水力で）

・スペインの闘牛と日本のイルカ漁（雄のオーラを放つ闘牛士を前に）

・ケルンの地下鉄建設と池袋の道路工事（地下鉄工事で教会が「斜塔」に）

・日本の百倍にひどいヨーロッパ食品偽装（安く偽装のドイツ、高級食の日本）

・ドイツの宗教事情（キリスト教信者は、洗礼、教会の正会員、所得税の9％を教会へ

2011年の教会税の収入は、プロテスタントが43億ユーロ、カトリックが49億ユーロでこれらほとんどが聖職者の給料や年金へ）

・歴史の忘却の仕方―ヨーロッパとアジア（独仏は、子供に過去の恨みを伝えない）

・奴隷制度がヨーロッパに残した「遺産」（ヨーロッパでは、近隣諸国と陸続きだったのでしょっちゅう戦争が起こり負けた国の人間は、奴隷とされる不文律が近世まで実行された。しかし日本には、そのようなことはかなり早くから消えてしまった）
4.4日本人が気付かない世界一素晴らしい国・日本　ケビン・M・ドーク　ワック（株）

(ジョージタウン大学教授。1960年、アメリカ生まれ。高校時代に日本に留学し、東京大学、立教大学、甲南大学などで日本近代史やナショナリズムを研究。)

日本人が気付いていない日本の“素顔”や“実力”といったものの一端に触れる。

西洋人は、日本の道徳性に興味がある。中国は、儒教などの道徳がいろいろあるし、韓国は、宗教に入信する人がたくさんいる。ところが日本だけは、以前から宗教という形式的な思想がなくても心を保つことができた。欧米の先進国と並べたら、日本の社会が一番きちんと機能している。その理由は

（1） 日本が近代国家の中で最も寛容である。

　　明治維新のときに取り入れた西洋の文化と日本の文化は、随分、差があった。その差は、アメリカとヨーロッパのそれより大きい。それでありながら立派な近代国家目的をつくり独特的な文化をもつ。

（2） 思いやり。

　日本の中で一番重要な言葉は、文化的には、「思いやり」である。

（3） 日本のよさは、天皇制。

王室がある国は、礼儀の正しい文化が、残っている。中国も韓国も王室がない。王室のあるイギリス人はアメリカ人より礼儀正しい。王室を有するスペイン人もそうである。

日常的な美意識が日本は、すごい。「美は、美術館の展示物にとどまらず、京料理を含めた日常生活のなかにもある」。ヨーロッパとアメリカで美意識といえば、美術館と超一流のレストランといったハイクオリティの世界にいかないと出会えないが、日本では日常生活に取り組んでいる。たとえば、コーヒーカップ一つとっても、アメリカのホテルでは、見られないようなきれいなものを街角の喫茶店が使ったりしている。近所の小さなレストランが美しい食器を使い、しかもワシントンＤＣでは、考えられないようなおいしいものがでてくる。

4.5日本の歴史　本当は何がすごいのか　田中　英道　　（株）育鵬社　　

　（1942年東京生まれ。東京大学文学部仏文科、同美術史学科卒業。ストラスブール大学に留学し博士号取得。現在、東北大学名誉教授）

　フィレンツェに行ったとき著者は、有名な人類学者マライーニ先生にこういわれた。「日本には、大変なショックを受けました。日本は、私を目覚めさせたのです。西洋人のキリスト教や古典学に依拠しないで、立派な文明をもっている国があったからです。どちらを向いても道徳的一貫性、正義感、精神的な成熟を示す人々に出会ういことができました。・・・・・日本という国は、その世界地図に占める小さな位置よりも、はるかに大きな存在なのです」。この言葉で、日本の文化が西洋とは、異なった成熟した文明であることを知らされた。このとき初めて、自分が日本人であることを本当の意味で自覚させられた。
　日本の歴史を語るときに3つの力を感じる。

第一は、伝統の力である。それは、時の政治力、軍事力によっても消えない、共同体の力といってよい。端的にいえば、天皇の存在である。それが１２５代続いていること自体、厳然たる事実である。そうした伝統の力は、政治の世界だけでなく経済界でもそうである。日本には、世界的にも長い歴史をもつ企業が数多くある。

第二は、美への情熱である。美術、文学、音楽、どれをとっても他国と異なる独自のもっていて素晴らしい。日本の神社仏閣の木造の美しさは、周囲の樹木とも調和して見事である。さらにその中には、古い仏像や神棚がある。和歌、俳句。生け花、書の文化、そして謡曲からカラオケまで続く芸事の伝統は、ほとんど他国には例をみない。それも一部の人々に限られた他国と比べるとはるかに広範囲の人々が楽しんでいる。

　第三の力は、宗教である。日本人ほど、意識していないにもかかわらず、宗教的な国民はない。散歩で近所を歩いて気づくことは、たくさんの神社やお寺がある。それは、よく見かけるコンビニエンスストアの数よりはるかに多い。全国で神社の数は約８万、お寺も約８万、合計１６万もある。これに対してコンビニエンスストアは、５万ほどである。神道と仏教の２つの宗教の建物がだいたい同じだけある。人が宗教を信じるといえば、たいていは、一つの宗教なのに、日本人は、両方にお参りする。これを神仏習合（しんぶつしゅうごう）といいこのような形態は、他の国では、みられない。これは、二種類の宗教が並列しているのではなく、補完しあっているからである。日本人の共同宗教としての神道と個人宗教としての仏教は、役割分担している。それを最初に気づいたのが、聖徳太子である。共同体でおまいりするのが神社、個人でおまいりするのが仏閣である。

伝統的価値、美的価値への注目、宗教性への回帰、この三つの力が働いているからこそ、日本人の精神は安定しているのであり、それが社会、政治、経済の基礎にあるからこそ、日本人の精神は安定しているのであり、それが、社会、政治、経済の基礎にあるからこそ私たちは、日本人として世界で生きていける。

4.6　仏教　
日本人の意識構造を知る上で仏教が大きな影響を与えており、その中の一つである浄土真宗についてとりあげる。
浄土真宗の基礎知識　大法輪閣編集部

仏教の目的とするところ、それは端的にいえば「迷いを転じてさとりを開く」というところである。つまり、私たちの抱える種々雑多な苦悩を転成して、よろこびに変える道である。浄土仏教は、一般に仏教の傍流といわれることがあるが、親鸞は、「浄土真宗は大乗の至極（しごく）なり」といいきっている。

ここには、自己の救いだけではなく、他の救いに従事する利他行（りたぎょう）に生きるのが浄土真宗の仏道であるという認識がある。言葉をかえていえば、念仏も仏教であるという親鸞のメッセージである。親鸞は、一宗を開くというような考えを全くもたなかった。

だが、没後、次第に教団化、組織化、の動きが、ひ孫の覚如（かくにょ）の時代に活発化してきた。覚如は、法然、親鸞、如信（孫）を三代伝持の血脈と称して、念仏集団の権威付けを試みた。これが本願寺の起こりである。

　親鸞の教え：

1 本願他力の教え

親鸞は、本願他力という語を重要視している。自力とは、どこまでも自己の力量を中心として仏に成る道である。他力とは、阿弥陀如来の誓われた人間救済のおしえを聞いて、人間にめざめ、人生を問い、命のはかなさと、尊さに気づきをいただきながら、煩悩を功徳に転成して仏に至る道と親鸞は示している。

2 悪人救済の教え

「善人が救われるのであるから悪人が救われるのは、当然である」という法然の言葉を実践的に深化、浸透させたのが親鸞である。

　悪人こそが救われるとは、自らがどこまでも煩悩具足の凡夫であるという自覚を持つ者こそが救われる。

3 往生浄土の教え

親鸞の往生の考えには二つある。阿弥陀如来の真実に深いうなずきをうる信心が定まるとき、「往生が定まる」と親鸞はいう。もう一つは、「臨終」念の夕べ、大はつ涅槃（だいはつねはん）をさとるという世界の往生である。この身の業がつきて清浄になる仏土（自然の浄土）に入るという往生である。親鸞にあっては、浄土とは、死んでからはじめて意味を発揮する世界ではない。

浄土真宗十派とは、

浄土真宗本願寺派（西本願寺）、真宗大谷派（西本願寺）、真宗高田派（専修寺、三重県）、真宗仏光寺（仏光寺、京都）、真宗興正派（興正寺、京都）、真宗木辺派（錦織寺、滋賀県）、真宗出雲路派（豪摂寺、福井県）、真宗誠照寺派（誠照寺、福井県）、真宗三門派（専照寺、福井県）、真宗山元派（證誠寺、福井県）
阿弥陀如来のいる世界を浄土といい、浄土とは、阿弥陀如来がいる世界をさす。

　

5.世界からみた日本

5.1日本人の価値観（世界ランキング調査から読み解く）鈴木　賢志　中公選書

（明治大学国際日本学部準教授。1992年東京大学法学部卒業。（株）富士総合研究所、英国ウォーリック大学PhD取得。専門は政治経済学、社会心理学）

日本人とは何か、日本人はどのような価値意識をもった人々なのかを世界の中の日本の位置を明らかにしながら考えていこうとしている。各国横断の共通調査を俎上にのせその結果をランキング表の形式で紹介しながら日本人の見方や考え方の独自性について分析している。

　価値意識は、人口構成や経済活動とは、異なり、客観的に得られるデータが少ないためWVS（世界価値観調査）やISSP（国際社会調査プログラム）といった、複数の国に同じ内容の調査票を用いて行われるアンケート、いわゆる国際世論調査のデータを中心に扱う。
（１）国や政府に関する価値観

①自国に対する意識

　　日本人は、日本という国に誇りを感じないが（95カ国中92位：WVS）。　日本のことは、好き（34カ国中5位：ISSP）。とはいえ、日本のために戦いたくないとしている。（世界平均71.5％に対して日本は24.6％と90カ国中最下位）
②政府・メディアに対する信頼感

　　日本人は、政府をあまり信用していない（「政府を信用する」と回答した日本人の割合は、31.0％で世界82カ国中68位）。でも活字やテレビはとても信用する（「情報を得るためにラジオ・テレビの方法を利用した」という人の割合は、93.8％で世界52カ国中、第1位）
3 政治に関する意識

　　日本人は世界的にみて政治への関心が高い国民である（「政治に関心がある。」日本人は、64.4％で57カ国中8位）
4 海外旅行・引っ越し

　　日本人は海外旅行が好きだが、引っ越すつもりまではない。（引越経験56.2％で34カ国中28位）
5 犯罪、警察、司法

　　日本は、いまでも世界で最も治安のよい国の一つであるが（「人口10万人あたりの殺人事件数、日本は0.47件で世界196カ国中、少ない順で2位」犯罪の取り締まりが不十分であると感じている人は少なくない。
（2） 人生に関する価値観

①人づきあいに関する意識

　日本人はシャイで日々接する人の数は比較的少ない。人づきあいでは、相手の考えをよく理解することが大切で、他人にあわせる傾向が強い。

②冒険・ギャンブルに対する意識

日本人は安全志向が強いが、結構ギャンブルは好き。

③人生に関する意識

人生の意味は自分で見つけるべきと考えている日本人は多く、人生の思い通りに

ならないと思っている人も多い。

④死に関する意識

日本人は自殺にはそれほど寛容でないが、安楽死には寛容。

⑤信仰に対する意識

多くの日本人は宗教を頼りにしていないが、聖なるものや霊的なるものに関心が

ないわけではない。
（3） 家庭や子供に関する価値観

①結婚に対する意識

日本人にとって結婚はとても大切。でも離婚は増えているし、それほど悪いこととも思っていない。

②不倫、同性愛に対する意識

日本人は、不倫には寛容。同性愛についてはかつて否定的だったか、最近は許容度が上がってきている。

③出産に対する意識

少子化に悩む日本だが、子だくさんを理想とする人は多い。一人だけなら女の子が人気。

④家庭における男女の役割

日本の男性は女性に家事を頼りきり。家計も育児も奥さん任せ。

⑤子供の教育に関する意識

子供に身につけさせたいのは責任感、自主性、決断力、忍耐力。逆に勤勉さはあまり重視していない。

⑥生徒の学力と学校生活

日本の生徒の成績は、世界のトップレベルではないが、それほど悪くもない。高校生の遅刻は少ないものの、学校がそれほど役にたつとは思っていない。
⑦余暇に関する意識

日本人は国際的にみてかなり「おたく」度が高い。

（4） 経済活動や働き方に関する価値観

①競争、格差に関する意識

民営化や能力主義に関するに本人の意識は、バブル崩壊後に大きく変わった。（国営支持―＞民営支持、平等性―＞能力主義）。ただし、人々の中流意識は依然として強い。

②労働時間に関する意識

日本人は、職場にいる時間が長い「働き者」だが仕事に対する情熱はあまり強くない。

③女性の就労に対する意識

日本には「男は仕事、女は家庭」と思っている人が比較的多いが、それは必ずしも女性を弱い者としてとらえているからではない。

④仕事選びの条件

日本人の仕事選びで最も大切なのは安定。ただし他国に比べて同僚重視（好感のもてる人と一緒に仕事ができること）が目立つ。反面、給与に対するこだわりは低い。

⑤働き口に関する意識

働き口として、勤め人志向（自営業ではなく会社や官公庁などに勤めること）が強まったが、大企業志向は、減少。公務員志向はやや減少。

⑥移民に関する意識

日本人は移民に対して比較的寛容であるが、犯罪と結び付ける傾向が強い。また社会の多様性をプラスに評価するという発想にやや欠ける。
（５）科学や自然に関する価値観
①科学技術に関する意識

日本人は、自国の科学技術の発展に誇りを持っているが、科学の効用よりも伝統や昔ながらの考えを尊重する意識も強く持っている。

②ICT（情報通信技術）の利用と意識

この20年間、世界中でインターネットや携帯電話が急速に普及し、日本もその波に乗ってきたが、インターネットの活用ではやや遅れ気味。

6 自然と人間に関する意識

日本人ほど進化論を支持している国民はいない。（進化論支持：90.1％、米国：46.2％）

④原子力発電に対する警戒と科学的知識

大震災の前に、原子力発電所が事故を起こす可能性をある程度は意識していたが、警戒心はあまり強かったとは、言えない。

5 環境への取り組みに関する意識

日本人は自分たちで思っているよりエコ意識の高い国民である。ただし、経済成長を犠牲にしてまで環境を守るべきという意識は強くない。
6.社会学的な面からのアプローチ

　6.1無責任の構造（モラルハザードの知的戦略）　岡本　浩一　PHP新書

　組織のあるところには、必ず「無責任の構造」が潜んでいる。証券会社の損失補てん、自動車会社のリコール隠し、警察の被害届改ざん、本書では、無責任を引き起こす集団と人格のメカニズムを社会心理学的に分析している。日本の企業風土では、ことがらの是非そのものよりもそのことがらに関係している人が「よい人」かどうかの評価によって種々の決定を行う傾向が強い。たとえば、同じ内容の企画書でも誰が提案したかによって採否が決まることがしばしばある。

「無責任の構造」への知的理解と対処すべき点

1 自分自身の専門的判断力を鍛える

2 人脈に頼らぬ発想と習慣をつける

3 孤高に耐える

4 認知的複雑性を高く評価する

5 人から好かれたいという気持ちを捨てる

6 多方面の読書に努める

7 多面的な関心を維持する

8 善悪判断を抑える

9 高度なユーモアセンスを備える

10 言葉づかいを上達させる

11 社会的判断を上達させる

12 社会的技術を鍛える（職場のルール）

6.2どうしてこの国は「無言社会」となったか　森　真一　（株）産学社
日本社会が「無言社会（むごんしゃかい）」であるという、新しいようで実は古くからあって、しかし、新たな局面を迎えつつあるテーマをとりあげている。「無言社会」に疑問を感じている人たちに考える材料を提供している。
無言社会とは現代社会の現状に対する概念である。現代社会の人間というのは無言で過ごしている人間が多くなっており、社会そのものが会話が行われない風潮になっているということである。
日本社会が「無言社会」であるという、新しいようで実は古くからあって、しかし、新たな局面を迎えつつあるテーマをとりあげている。「無言社会」に疑問を感じている人たちに考える材料を提供している。

　今の日本人は、ほんとうに声をださないなあと痛感する場面がいくつかある。

その一つが、見知らぬ人同士の間で身体や持ち物が接触したりぶつかっても、何も言わずに去っていく場面である。特に電車に乗っているときである。いずれにしても謝罪しなかったときの後味は悪い。

　二つ目は、講演会の場である。講演後、質問してくれる人は、ほとんどいない。

質問は出ないが、だからといって参加者に質問したいことがないわけではない。その証拠に参加者は、アンケート用紙にいろいろと疑問・質問・感想を書いてくれる。

　三つ目は、手押しのドアを開け、次の人のためにドアを手で支えているときのことである。こちらが手で支えているのに、自分の手を添えることもなく、隙間からすっと自分の身体をすり抜けさせていく人がけっこういる。特に中年女性の場合が多いようである。そしてやはり無言である。ありがとう、すみませんなど声をかけてくれる人はいない。そもそも目を合わせようともしない。

　日本人はあらゆる場面で、正しく、適切にことばを使い、かむことなく流暢に発話しなければならないと思い込んでいる。それを他者にも自分自身にも期待している。だから、声を出すときにはかなりの緊張をともなう。日本人にとっては、話の内容よりも、話し方という形式、かたちの方がずっと大切なのである。
このような無言社会が出来上がった原因というのは、現代では自動販売機で商品を買えるようになったり、店舗を利用する場合でも店員のマニュアルどおりの対応を受けるのみであるということから、会話をしなくても人間は生活を成り立たすことが可能となっているがゆえである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6.3　社会心理学からのアプローチ　
他人の心、自分の心を科学的に読み解き社会における心の動きを知るために社会心理学は、有効な手段である。心理学には、臨床心理学、認知心理学、発達心理など様々な分野がある。なかでも社会心理学は、研究対象が幅広くほかの領域と重なるところが多い。
社会心理学　　小口　孝司　　ナツメ社
　日常の心理や行動には、必ず法則が潜んでいる。データや行動観察から導きだされた法則は、社会をよくするために役立つものがたくさんある。　
（例）・満員電車で足を踏まれてイライラする。最近ろくなことはないなあ

－＞いやな気分のときは、いやな記憶ばかり思い出す：気分一致効果
・最近、チームの雰囲気が悪い。何とかならないかな。
―＞チームへの満足度が下がると業績も落ちる。：チームワークの法則

・最近、好きなモデルのＡ子さんがＣＭやっているお茶に、はまっている。
―＞好きな人がＣＭにでると、商品の魅力もアップ：ハロー効果

・仕事だからしかたないけど、えらそうな部長にニコニコするのは、本当に疲れる！
　　　－＞感情を押し殺すとストレスになる。：感情管理の法則

・最近仲良くなった友達とご飯にいく。趣味がすごく似ていてびっくり。
　　　－＞似た相手ほど好きになる。：類似性の法則。

・最近、メールがよく来るなあ。悪くないかも。
―＞自分と同レベルの相手を好きになる。：マッチングの効果仮説

・寝る前は必ず誰かとメールしたり、ネットをみる。携帯がないと落ち着かない。
―＞孤独を恐れる心理で携帯が手放せなくなる。：ケータイ依存の法則

（1） 自分の心に潜む、矛盾だらけの心理
・他人の気持より、自分の気持ちの方が大事である。

・「私らしさ」ほど、不確かなものはない。

・自分は、いい人、価値ある人だと思いたい。

・自分への評価は、ほどほどがいい。

・日本人は、自尊感情が低いふりをする。

・成功は自分のおかげ、失敗は条件のせい。

・ものごとは、100％客観的にはみられない。

・直観的な判断が危険を招く。

・他人のミスには、つい目がいってしまう。

・興味のない相手は、属性で判断する。
・理想を追うか、目先の利益を求めるか。

・感情のおかげで社会生活がうまくいく。
・感情は、脳内で無意識につくられる。

・気分がいいと、いい記憶ばかり、思い出す。

・感情をオープンにすると、健康になる。

・心の特徴は、遺伝子で引き継がれる。

（２）相手と親しくなる、相手の気持ちを動かす。１対１のコミュ二ケーション。
　・表情、しぐさだけでも思いは、伝わる。
・身近な相手、似た相手ほど思いは伝わる。

・好意を示せば、好意が返ってくる。

・どちらかが損をする関係は、続かない。

・互いのうちあけ話が、関係を深める。
・女性の方が、人とうちとけるのが得意。

・印象をよくするために、態度を変える。

・人目を気にする人ほど、自己呈示が得意。

・自分の利益にならない人助けはしない。

・責任が分散すると、誰も人助けをしない。

・暑くてジメジメした日は、キレやすくなる。

・一方的な依頼では、気持ちは動かない。

・知識と魅力で「イエス」といわせる。

・メリハリのある依頼で、承諾を引きだす。

（3）異性にもてたい。いい関係を維持したい。恋愛、結婚がうまくいくアプロ―チ。

・愛されたいなら、コストを惜しまない。
・好きになる基準は、「繁殖力」と「健康度」。

・現実に好きになるのは、同レベルの相手。

・異性にもてるには、恋愛スキルも必要。

・友人に近い関係から、情熱的な関係へ。

・男性は、体の浮気に、女性は心に嫉妬する。（男性は、自分の子孫でない子供を育てることになりかねない）
・恋の終わりは環境が変わる3月、4月が多い。
・結婚生活は、愛情より努力が大事。

・夫婦間ｎ問題は、先送りで解決する。

（4）働きやすく、結果の出せる組織をつくる。集団・組織・リーダーシップの心理

・みんなの力で、目標を達成する。

・人とのつながりたい、みんなに認めてほしい。

・みんなが白といえば、黒も白に見える。

・偉い人の意見には、やっぱり逆らえない。

・「3人寄れば、文殊の知恵」とは、限らない。

・ダイアローグでよいアイデアを出す。

・自分ひとりくらい手を抜いても平気。

・高い給料より、高い目標が人を動かす。

・一人ひとりの気づきがチームのミスを防ぐ。

・リーダーには、変革力が求められている。

・部下の力を信じれば、部下は必ず伸びる。
・自意識が強い人ほど、ストレスがたまる。
・接客業では、感情管理のストレスが強い。

（5）メディアや文化の影響に気づく。心を支配する、見えない情報圧力。

・情報や文化の圧力からは、逃げられない。

・CMの印象と口コミが購入の決め手。

・「コスパ」概念で、ブランド品は苦戦している。

・流行は、一部の変わり者から始まる。

・体験を売る商品は、高くても売れる。

・旅行プランの決め手は、非日常性にある。

・旅の満足度は、従業員の態度で決まる。

・「自分だけは、踊らされない」という心理。

・視聴者の意見は、報道だけでは変わらない。

・暴力行為の引き金は映像だけではなく性格や状況、気分などが複合的に影響する。
・日本では、控え目な方が得をする。

・異文化になじむには、共感性が大切。

・強くて稼げる女性は、きらわれる。

・人口密度が高いほど、パニックになる。

・緊急時には、不確実な情報が広まる。
（5）ストレスだらけの現代社会をしなやかに生きる。
　　時事問題からわかる現代人のエゴ
・社会問題から、現代人の心理がわかる。

・ネット上の言葉は、人を傷つけやすい。

・ネット上の出会いでも、いい関係は築ける。

・孤独がこわい人ほど、携帯を手放せない。
・ケータイ依存、ネット依存が急増中。

・社会的に成功しても、幸せにはなれない。

・パートナーとの関係が心身を健康にする。

・被災者の心の回復には、時間がかかる。

・みんなの危機感が高まれば、節電する。

・多数派っぽさが、世論形成の決め手。

・国家的脅威で、政府の支持率が上がる。
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